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び 131トOIH が基本的に用いられている｡とくに 99mTc
-110-
易である｡しかし,実際には腎や勝駅内のradioac-
tivity と重なり検出が困難な場合 もあるようであ
る｡このような場合,delayedimageを撮像する,
あるいは膜脱内に67Gaを注入Ldualisotopeで撮
像して評価するなどの工夫も試みられる6)｡いずれ
にせよ,尿海流は合併症としては重篤なものの一つ
であり,外科的措置が必要となる｡したがって部位
も重要であるが,尿溢流の存在を証明することが臨
床的にはさらに重要であると思われる｡非侵襲的画
像診断として超音波,X線 CT,MRIも有用と思
われるが,現在でも99mTc-DTPA による検査が第
-に選択されるべきと考える｡
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